
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１１

基盤研究(C)

2013～2011

感染細菌のリポ多糖リモデリングが宿主適応で果たす役割に関する研究

Lipopolysaccharide remodeling in bacterial adaptation to host

６０２７０６４１研究者番号：

川崎　清史（Kawasaki, Kiyoshi）

同志社女子大学・薬学部・教授

研究期間：

２３５９００９５

平成 年 月 日現在２６   ６   ６

円     4,000,000 、（間接経費） 円     1,200,000

研究成果の概要（和文）：　リピドA修飾酵素LpxRによる脱アシル化修飾をされたリピドAを精製してその活性を非修飾
型リピドAおよびLPS合成酵素LpxM欠損株から得られる生合成中間体リピドAと比較したところ、非修飾型リピドAよりも
活性は低いが、生合成中間体よりも活性が高いことがわかった。外膜小胞（Outer membrane vesicle, OMV）生成の分
子機構を探るために大腸菌からOMVを精製してその構成タンパク質を分析した。W3110株の場合、鞭毛成分が含まれるこ
とが特徴であった。鞭毛タンパク質欠損株ではOMV形成が減少することから鞭毛形成がOMV形成に関連していると考えら
れた。

研究成果の概要（英文）：  Lipid A deacylated by outer membrane enzyme LpxR is less active than unmodified 
lipid A, but more active than lipid A precursor purified from LpxM mutant. These results suggest that lipi
d A modification by LpxR is beneficial for bacterial adaptation to host.
  Outer membrane vesicle was prepared from E. coli W3110, and the structure of lipid A and its protein com
position were examined.  Specific lipid A modification was not observed. On the other hand, it was reveale
d that the outer membrane vescicle contained flagellin, a component of flagella.  The ability to form flag
ella, including the synthesis of flagella proteins, affected the production of outer membrane vesicles. 
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１． 研究開始当初の背景 

グラム陰性菌の最外層に位置する外膜外

層は主にリポ多糖で構成されている。このリ

ポ多糖層は細菌の細胞外物質に対するバリ

アーとして機能する一方で、細菌に特徴的に

見られる物質である。我々哺乳動物の免疫系

はリポ多糖、特に膜アンカー部位であるリピ

ドＡ部位、を異物として積極的に認識して活

性化することが知られている。グラム陰性菌

の病原細菌もリポ多糖層を外膜に持つが、感

染時と非感染時とでリポ多糖の構造が変化

する。このリポ多糖リモデリングが宿主応答

との関わりの中で細菌の病原性にどのよう

な影響を与えているのか明らかにすること

は重要な研究課題である。 

 

２． 研究の目的 

 リピドＡの 3’位を脱アシル化するリモデリ

ングが宿主のＴＬＲ認識に与える効果を明

らかにする。また外膜小胞（Outer membrane 

vesicle）と呼ばれる小胞が外膜から形成され

るが、この形成過程の分子機構をリポ多糖リ

モデリングが関わるかを含めて解析する。 

 

３． 研究の方法 

 リピドＡの 3’位を脱アシル化したリピド

Ａを精製した。そして脱アシル化されていな

い非修飾型リピドＡと Toll-like receptor 4

刺激活性を比較した。また、外膜小胞のリピ

ドＡ構造を分析してリモデリングが分泌の

分子機構に関与するか調べた。また同時に外

膜小胞のタンパク質組成を解析して分泌に

関与するタンパク質を解析した。 

 

４． 研究成果 

 LPSのリピドA修飾酵素LpxRによる脱アシ

ル化修飾をされたリピド A を精製してその

Toll-like receptor 4 刺激活性を非修飾型リ

ピド A および LPS 合成酵素 LpxM の欠損変異

株から得られる生合成中間体リピドAと比較

したところ脱アシル化リピドAは非修飾型リ

ピド Aよりも活性は低いが、生合成中間体よ

りも活性が高いことがわかった。LpxR はリピ

ドA部位の構造を変化させて活性を調節する

役割があると考えられる。一方、その活性調

節の生理的意義等については今後の検討課

題である。 

 グラム陰性菌は外膜を起源とする外膜小

胞（Outer membrane vesicle, OMV）が分

泌される。OMV は LPS などの脂質、様々

な病原性タンパク質、薬剤耐性などの遺伝

物質としての核酸、などが含まれることが

知られており、最近の病原性に関わると考

えられている。この OMV 生成の分子機構



を探るために大腸菌から OMV を精製して

その構成タンパク質を分析した。W3110 株

の場合鞭毛成分が含まれることが特徴であ

った。鞭毛タンパク質欠損株では OMV 形

成が減少することから鞭毛形成が OMV 形

成に関連していると考えられた。一方、外

膜小胞のリピドＡ構造を分析したところ、特

徴的な構造は認められなかった。リポ多糖の

リピド A部位の構造変化が OMV形成に何らか

の役割を果たしている直接的な証拠は得ら

れなかった。しかしその可能性が否定された

わけではない。この可能性については今後も

検討が必要であると思う。 
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